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謹啓
標記の講演会が12月13日、都内にて開催されますので、ご案内申し上げます。
昨今、働き盛り世代において体力の低下や肥満・肩こり・腰痛・関節痛などの健康不安、そしてメタボリック・シンドロームの予備軍が年々増えていることを背景に、体を動かし健康的な生活を送ることの大切さが問われています。ILSI Japan（国際生命科学研究機構）では世界各国と連携し、研究・調査・啓発活動などを継続して進めております。
本講演会ではILSI North Americaとの共催のもと、健康とエクササイズに関する欧米の先進事例、体を動かすことによる心と体の健康効果そして実際の運動方法について講演とパネルディスカッションを実施いたします。
海外において第一線でご活躍する先生から最新事情を聴講でき、かつ会員の皆様の個々のスキルアップにも繋がる内容ですので、ふるってご参加いただければ幸甚に存じます。
尚、会場の都合上、定員になりしだい締め切りますので、ご了承のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

謹白
記
主  催
特定非営利活動法人 国際生命科学研究機構（ILSI Japan）、ILSI North America
後  援
財団法人健康・体力づくり事業財団、健康日本２１推進フォーラム、日本コカ・コーラ株式会社
日  時
平成23年12月13日(火) 13:00-17:15（受付12:30-）
会  場
青山ダイヤモンドホール地下1F「エメラルド」（東京都港区北青山3-6-8）
参加費　　無料

参加条件  運動指導者、栄養指導者、ILSI Japan会員
※健康運動指導士及び健康運動実践指導者の方は、登録更新に必要な履修単位として

講義3．4単位が認められます。
定　 員  　150名（先着順）　　
プログラム　
13:00-13:05
開会挨拶
 ILSI Japan理事長
木村 修一（東北大学名誉教授、昭和女子大学名誉教授）

13:05-13:10
「ILSI北アメリカ水分補給委員会のエネルギーバランスと健康生活委員会の仕事」 

マキシム・ビュイックス
（ILSI北アメリカ水分補給委員会議長 / ザ コカ・コーラ カンパニー）
13:10-13:40
「エネルギーバランスの新たな展望」
デビッド・アリソン（アラバマ大学バーミンガム校　特別教授）
13:40-14:10
「カラダを動かすことの心と体の健康への効用」
荒尾 孝（早稲田大学スポーツ科学学術院 教授）
14:10-14:40
「世界的規模の生活習慣病および肥満予防のための身体活動の重要性」
　　　　　　　　　　　　　　マイケル・パラット（アメリカ疾病予防管理センター・ディレクター）

14:40-15:10
休憩
15:10-15:40
「そのための実践。日常でできる軽い運動（TAKE10!）」
古名 丈人（札幌医科大学保健医療学部 准教授）
15:40-16:10
「エネルギーバランスを研究するための方法論」
デビッド・アリソン（アラバマ大学バーミンガム校　特別教授）
16:10-16:40
「エクササイズは薬」
　　　　　　　　　　　　　　 マイケル・パラット（アメリカ疾病予防管理センター・ディレクター）
16:40-17:15
パネルディスカッション/質疑応答

申込方法　 参加申込書に必要事項をご記入の上、12月6日（火）までにお申込み下さい。
【参加申込書】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■地下鉄

＜銀座線・半蔵門線・千代田線＞
●表参道駅下車B5出口直結
■JR線からのアクセス
＜東京駅から＞
●JR山手線にて新橋駅下車、銀座線に

　乗換え表参道駅下車B5出口直結

●丸ノ内線にて霞ヶ関駅下車、千代田線

　に乗換え表参道駅下車B5出口直結

＜品川駅から＞
●JR山手線にて渋谷駅下車、銀座線に

　乗換え表参道駅下車B5出口直結







参考資料：講演者プロフィール
●荒尾 孝（早稲田大学スポーツ科学学術院 教授）
1998年に順天堂大学（公衆衛生学）よりPh.Dを取得。1974年から財団法人･明治生命厚生事業団体力医学研究所にて従事、1994年から2005年の間は研究所長をつとめる。2005年4月より早稲田大学スポーツ科学学術院教授に就任。2001年より昭和大学医学部衛生学教室非常勤講師、2005年より鹿屋体育大学生涯スポーツ学科客員教授を兼任。健康日本21策定委員会・運動身体活動分科会委員をはじめ、過去10年にわたり中央官庁の各種委員会での委員を歴任。また、8冊の本の共著に関わる。

<研究テーマ>

1、生活習慣病予防を目的とした保健支援プログラムの開発

2、地域健康づくりシステムの開発

●古名　丈人（札幌医科大学保健医療学部 准教授） 
1991年から東京都老人総合研究所（現東京都健康長寿医療センター研究所）にて研究に従事。2007年より札幌医科大学保健医療学部・准教授に就任。介護予防マニュアル策定委員会運動器向上トレーニング班員（厚労省）、北海道健康ビジネス創出研究会部会長（道経済部）などの公職を歴任。
<研究テーマ>

1、健康寿命延伸方略、介護予防の研究（運動機能と健康の関連を中心に）

2、運動制御機構の老化に関する研究

●デビッド・アリソン（アラバマ大学バーミンガム校・特別教授） 
1990年にニューヨーク州ホフストラ大学より Ph.D.を取得後、メリーランド州Johns Hopkins University School of Medicineでポストドクターとして、さらにセントルークス・ルーズベルト病院センターNew York Obesity Research Centerにて研究。2001年までNew York Obesity Research Centerで研究員およびニューヨーク州コロンビア大学College of Physicians and Surgeonsにて医学的心理学准教授をつとめる。2001年にアラバマ大学バーミングハム校へ移り、現在は特別教授、理学部副学部長、エネルギー論オフィスのディレクター、Nutrition Obesity Research Centerのディレクターをつとめる。350以上の科学出版物を著書、５冊の本の編集に関わる。
●マイケル・パラット（アメリカ疾病予防管理センター・ディレクター）  
アメリカ疾病予防管理センターにおける世界保健機構に貢献する身体活動と健康増進センターのディレクター。アメリカ疾病予防管理センターのPhysical Activity and Health Branch部門のphysical activity researchリーダー、そしてInternational Union of Health Promotion and Education (IUHPE) International Course on Physical Activity and Public Healthの創立者兼ディレクター。 Robert Wood Johnson Foundationが資金提供したProject活動のメイン研究者。
<研究テーマ>
1、運動不足の経済的インパクト、運動プログラムの費用対効果
2、証拠に基づいた運動推進プログラムを含む公的健康戦略（特に発展途上国）
3、運動による病気防止のための環境・方針
●マキシム・ビュイックス博士（医学）
国連の食糧農業機関（FAO）にて、多数の国（イタリア、アフリカ、カリブ海、中東、アジアなど）の食品や農業の計画策定、栄養教育に従事。現在、ザ コカ・コーラ カンパニー Global Scientific and Regulatory Affairs（SRA）代表、ILSI北アメリカ水分補給委員会議長。

＜主な活動＞

1、FAO,WHOなどの国際機構と共同で健康面からの栄養と食品の安全性に関わる活動に従事

2、全世界のコカ・コーラ社の代表として、同業組合や国際組織の会議に出席

3、水分補給やスポーツドリンクの効果検証とマーケティング
特定非営利活動法人 国際生命科学研究機構（ILSI Japan） / ILSI North America　共催
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ふりがな


参加者氏名 





健康とエクササイズに関わる栄養指導・運動指導等ケアマネジメントﾄロームムの2-16-7恒産第3ﾋﾞﾙ�����������������������������������������������������������������������������������������������������における悩みや疑問等をお書き下さい。あらかじめ講師にお伝えいたします。





所属・勤務先  　
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住  所         〒 



































参加ご希望の方は、この申込書にご記入の上、ＦＡＸまたはmailでお申込み下さい。


内容に関する問い合せ先も下記にご連絡ください。 


健康日本２１推進フォーラム事務局 　戸上 （東京都中央区銀座2-16-7 恒産第三ビル）


FAX:   03-3544-5642


MAIL:　info@kenko-nippon21forum.gr.jp


TEL:   03-3544-5641























                                                                                  








